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従業員が提出した年末調整申告書の 
確認・承認(承認取り消し)を行う 

 

 

 

 

 

 

  

e-AMANO 

 



 

 2 / 4 
 

 4-2 
収集した年末調整情報を 
e-AMANO 従業員情報(マスター)へ反映する 

年末調整で入力された従業員や扶養家族の情報を、e-AMANO の従業員情報(マスター)へ反映します。 

※本操作は年末調整の申告データを、管理者が承認した場合のみ操作が可能となります。 

 

(1) 年末調整メニューから「全ての申請」ボタンを押下してください。 

  

 

 

(2) 対象の従業員情報を登録する場合は、「チェックした従業員の詳細情報登録」ボタンを押下してください。 

全従業員一括で登録する場合は、「全従業員の詳細情報登録」ボタンを押下してください。 
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(3) 従業員情報(マスター)へ反映する対象年を選択します。 

年末調整手続きでは、本年の情報と来年の情報を入力しますが、 

そのうちどちらを従業員情報(マスター)へ反映するのかの選択となります。 

年末調整時には本年、翌 1 月からの給与計算時には来年を選択してください。 

例）令和 6 年の年末調整時には令和 6 年、翌 1 月からの給与計算時には令和 7 年を選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 下図の画面が表示され、従業員情報(マスター)へ反映されます。 
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※ 配偶者重複エラー 

以下の画面のようなエラー表示がされた場合、従業員情報(マスター)に既に登録されている 

配偶者情報と年末調整での配偶者情報に差異が生じた可能性がございます。 

従業員による年末調整の入力画面<<10. 配偶者/基本情報入力>>に表示される情報は 

従業員情報(マスター)に登録されている配偶者情報です。 

表示された配偶者の姓名（漢字・フリガナ）が誤っていた為に、従業員が訂正を行った場合や 

従業員の離婚・再婚によって、旧配偶者の情報が表示されていた為に、新配偶者の情報へと 

変更された場合等が考えられます。 

その際は、配偶者の姓名（漢字・フリガナ）を従業員情報(マスター)と一致するように修正してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 続柄重複エラー 

以下画面のようなエラー表示がされた場合、従業員情報(マスター)に既に登録されている親族情報と、 

年末調整で入力された親族情報の続柄に重複が発生しております。 

年末調整手続き内、もしくは従業員情報（マスター）の一方を修正・削除したうえで再度時実行してください 

・従業員情報： 

従業員管理＞従業員一覧＞該当従業員詳細＞6.家族上情報＞基本情報 

・年末調整情報： 

年末調整＞17.親族/基本情報入力 

※申請済み情報の続柄を確認するには一度承認解除が必要です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・承認済みの年末調整情報を解除、修正する方法は以下を参照 

従業員が提出した年末調整申告書の確認・承認(承認取り消し)を行う 

https://www.tis.amano.co.jp/e-amano/pdf/manual/yearendadjustment_xg/yearendadjustment_xg_4.pdf 


